
前
回
の
交
渉
で
、
「
行

政
職
給
料
表
（
二
）
を
ベ
ー

ス
に
し
た
、
新
た
な
現
業

職
員
の
給
料
表
を
作
る
と

思
っ
て
い
た
だ
い
て
よ
い
」

と
の
発
言
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
再

度
確
認
し
た
い
。

当
初
の
提
示
は
、
現
在

あ
る
行
（
二
）
を
そ
の
ま

ま
適
用
す
る
と
も
受
け
取

れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、

当
局
は
、
交
渉
に
よ
っ
て

は
、
一
部
追
加
・
変
更
す

る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
の

姿
勢
で
あ
っ
て
、
結
果
と

し
て
新
た
な
現
業
職
員
の

給
料
表
、
さ
ら
に
は
、
現

業
職
員
の
給
与
制
度
を
見

直
し
て
ゆ
く
と
考
え
て
よ

い
か
。

行
（
二
）
は
条
例
上
決

ま
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、

今
回
の
見
直
し
は
、
現
業

規
程
の
中
で
改
定
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
一
般
職
の

給
料
は
人
勧
に
基
づ
き
、

民
間
準
拠
で
決
め
ら
れ
て

い
る
。
一
方
で
現
業
職
員

は
、
行
（
一
）
を
準
用
し

て
い
る
が
、
人
勧
の
範
ち
ゅ

う
で
は
な
い
。

公
務
員
の
給
与
に
つ
い

て
は
、
対
外
説
明
で
き
る

し
っ
か
り
と
し
た
根
拠
が

必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

現
業
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
は
明
確
に
比
較
で
き
る

民
間
給
与
の
デ
ー
タ
が
な

く
、
類
似
業
務
の
あ
る
国

や
他
府
県
の
多
く
が
行

（
二
）
給
料
表
を
準
用
し

て
お
り
、
こ
れ
を
本
県
に

お
い
て
も
準
用
す
る
こ
と

が
、
対
外
的
な
説
明
根
拠

と
な
る
。

必
ず
し
も
条
例
上
の
行

（
二
）
そ
の
ま
ま
の
適
用

で
は
な
く
、
初
任
給
基
準

や
昇
格
面
で
の
運
用
、
号

給
継
ぎ
足
し
な
ど
、
現
業

職
独
自
の
給
料
表
も
あ
り

得
る
も
の
と
確
認
さ
せ
て

も
ら
う
。

交
渉
の
中
で
の
議
論
と

な
る
。

行
（
一
）
と
（
二
）
は

最
高
号
給
で
比
較
し
て
も

行
（
二
）
が
下
回
る
。
初

任
給
基
準
も
行
（
一
）
よ

り
低
い
水
準
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
根
底
に
給
料
引
下

げ
あ
り
き
が
あ
る
。
業
務

も
一
般
職
と
同
様
に
行
う

場
合
が
多
く
、
昔
に
比
べ

困
難
性
を
増
し
て
い
る
状

況
で
な
ぜ
、
給
料
水
準
を

下
げ
る
見
直
し
な
の
か
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
確
実

に
下
が
る
。
現
給
保
障
を

す
る
と
言
っ
て
も
、
あ
る

職
員
は
、
何
年
に
も
わ
た
っ

て
給
料
が
上
が
ら
な
い
状

態
が
続
き
、
行
（
二
）
の

最
高
号
給
に
は
到
達
し
な

い
。
な
ぜ
給
料
表
を
切
り

替
え
る
の
か
、
納
得
で
き

る
説
明
、
ま
た
、
給
料
表

を
切
り
替
え
る
に
し
て
も
、

そ
れ
が
現
行
と
遜
色
の
な

い
も
の
で
な
け
れ
ば
と
て

も
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

給
料
表
切
り
替
え
に
あ

た
っ
て
は
、
水
準
維
持
、

更
に
は
、
行
（
一
）
一
般

職
と
の
格
差
を
拡
大
さ
せ

な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

給
料
水
準
は
民
間
準
拠

が
基
本
、
し
っ
か
り
説
明

で
き
る
デ
ー
タ
が
な
け
れ

ば
、
類
似
職
種
の
あ
る
国

に
倣
う
、
又
は
他
県
均
衡

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
給
与
構
造

改
革
や
地
域
手
当
見
直
し
、

給
与
抑
制
な
ど
、
制
度
改

正
が
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
時
々

で
見
直
し
を
し
て
い
く
の

が
公
務
員
の
給
料
の
宿
命

で
あ
る
。
元
々
職
務
内
容

で
違
い
が
あ
る
か
ら
行

（
二
）
を
定
め
て
お
り
、

行
（
二
）
準
用
と
な
れ
ば
、

賃
金
水
準
が
下
が
る
ケ
ー

ス
が
出
る
の
は
や
む
を
得

な
い
、
と
言
え
る
。

し
か
し
、
一
方
で
対
象

職
員
に
と
っ
て
は
大
き
な

問
題
で
あ
る
と
も
認
識
し

て
お
り
、
現
給
保
障
を
行
っ

て
激
変
緩
和
措
置
を
図
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

行
（
二
）
を
ベ
ー
ス
に

す
る
が
、
運
用
等
の
方
策

に
つ
い
て
は
、
対
外
説
明

で
き
る
範
囲
内
で
工
夫
し

て
い
き
た
い
し
、
今
後
話

し
合
っ
て
い
き
た
い
。

前
回
交
渉
の
繰
り
返
し

に
な
る
が
、
現
業
職
員
の

昇
任
・
昇
格
の
問
題
、
主

任
級
へ
の
昇
格
に
つ
い
て
、

技
術
職
員
の
高
卒
初
任
給

基
準
に
96
号
給
加
わ
っ
た

時
点
、
普
通
に
考
え
れ
ば

24
年
経
過
し
な
け
れ
ば
主

任
に
な
れ
な
い
の
が
現
状

だ
が
、
他
の
行
（
一
）
適

用
職
員
と
の
在
職
期
間
の
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踏
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違
い
が
大
き
く
、
職
種
に

お
け
る
差
別
と
も
受
け
取

れ
る
、
現
業
職
員
を
見
下

し
た
格
差
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
行
（
一
）
４

級
へ
の
昇
格
に
つ
い
て
も
、

中
堅
現
業
職
員
に
と
っ
て

は
、
実
質
閉
ざ
さ
れ
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

現
業
職
員
は
、
給
料
見

直
し
に
あ
た
っ
て
、
当
然
、

給
料
に
直
結
し
て
い
る
昇

任
・
昇
格
問
題
の
解
決
に

も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
早
け
れ
ば
今
日

に
も
、
当
局
か
ら
昇
格
基

準
等
に
つ
い
て
提
示
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
提
示
前
に

現
業
職
員
の
昇
任
・
昇
格

問
題
に
対
す
る
当
局
の
考

え
方
・
姿
勢
に
つ
い
て
確

認
し
た
い
。

今
回
の
見
直
し
で
、
昇

任
昇
格
の
新
た
な
制
度
を

持
ち
込
む
考
え
は
な
い
。

行
（
二
）
切
り
替
え
で
、

額
が
上
が
る
部
分
（
主
事
・

技
師
級
）
も
あ
る
。

前
回
ま
で
の
交
渉
で
、

昇
格
基
準
に
つ
い
て
、
い

ず
れ
示
し
た
い
と
し
、
ま

た
、
給
料
の
調
整
額
の
扱

い
、
再
任
用
職
員
の
扱
い

で
考
え
方
の
明
示
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
給

料
表
切
り
替
え
の
具
体
的

イ
メ
ー
ジ
が
見
え
な
い
と

い
う
主
張
も
あ
っ
た
。
今

回
の
交
渉
で
こ
れ
ら
の
考

え
を
示
し
た
い
。
現
在
ま

で
入
り
口
論
で
な
か
な
か

行
（
二
）
切
替
え
の
交
渉

に
入
れ
て
い
な
い
が
、
こ

ち
ら
の
考
え
も
聞
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

果
と
し
て
、
行
（
一
）
準

用
そ
の
ま
ま
の
形
と
い
う

こ
と
な
の
か
？

▼
人
事
課
回
答
③

現
業
各
職
種
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
モ
デ
ル
昇

給
経
過
表
）
を
示
し
、
ど

こ
で
切
り
替
わ
る
か
分
か

る
表
を
提
供
し
た
い
。

（
交
渉
後
、
昇
給
経
過
表

の
提
供
が
あ
っ
た
。
）

◇
給
料
の
調
整
基
本
額
に

つ
い
て

２
年
間
の
経
過
措
置
期

間
を
置
く
が
、
経
過
措
置

期
間
中
で
も
、
退
職
手
当

算
定
は
本
来
の
調
整
基
本

額
を
適
用
す
る
。

（
別
添
資
料
を
参
照
）

◎
組
合
質
問
④

前
回
の
交
渉
で
は
、
平

成
18
年
時
の
経
過
措
置
を

参
考
に
す
る
と
し
て
い
た
。

そ
の
際
は
４
年
間
の
措
置

期
間
が
あ
っ
た
。
今
回
は

２
年
間
し
か
措
置
が
な
い

が
ど
う
し
て
か
？

▼
人
事
課
回
答
④

調
整
基
本
額
の
経
過
措

置
は
複
雑
で
あ
り
、
で
き

る
だ
け
速
や
か
に
本
来
制

度
に
し
た
い
と
考
え
２
年

間
と
し
た
い
。

◇
再
任
用
職
員
に
つ
い
て

行
（
一
）
で
も
２
級
適

用
で
あ
り
、
行
（
二
）
切

替
え
に
お
い
て
も
２
級
と

し
た
い
。

（
別
添
資
料
を
参
照
）

◎
組
合
質
問
⑤

再
任
用
に
つ
い
て
、
現

給
保
障
の
考
え
は
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
10
月
実
施

と
な
れ
ば
、
年
度
途
中
で

も
切
り
替
え
る
と
い
う
考

え
か
？

▼
人
事
課
回
答
⑤

年
度

毎
で
更
新
が
基
本
で
あ
り
、

任
用
が
更
新
さ
れ
た
場
合

の
保
障
は
難
し
い
が
、
年

度
途
中
に
つ
い
て
は
、
現

給
を
検
討
し
た
い
。

◇
そ
の
他

◎
組
合
質
問
⑥

現
状
、
行
（
二
）
適
用

さ
れ
る
見
習
い
職
員
（
高

卒
）
が
採
用
さ
れ
る
場
合
、

初
任
給
は
、
何
級
何
号
給

に
補
さ
れ
る
の
か
？

▼
人
事
課
回
答
⑥

高
卒
の
学
歴
分
12
号
を

加
え
、
「
１
の
13
」
と
な

る
。

◎
組
合
質
問
⑦

提
示
さ
れ
て
い
る
現
業

技
術
職
の
高
卒
初
任
給
基

準
は
「
１
─
13
」
で
あ
り
、

見
習
い
職
員
と
同
じ
初
任

給
基
準
と
な
る
と
の
こ
と

で
よ
い
か
？

▼
人
事
課
回
答
⑦

◎
組
合
主
張
①

当
局
の
補
足
資
料
（
別

資
格
職
種
の
職
員
が
免
許

等
を
取
得
出
来
な
か
っ

た
場
合
に
行
（
二
）
適
用

と
な
る
も
の
で
、
本
来
の

「
見
習
い
」
の
意
味
と
は

違
う
こ
と
を
理
解
し
て
ほ

し
い
。

◎
組
合
主
張
⑧

現
業
職
員
に
と
っ
て

「
見
習
い
職
員
の
給
料
を

適
用
す
る
」
そ
れ
だ
け
で

も
抵
抗
が
大
き
い
こ
と
を
、

当
局
は
認
識
す
べ
き
で
あ

る
。

◎
ま
と
め
（
委
員
長
発
言
）

現
評
役
員
か
ら
様
々
な

主
張
を
行
っ
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
現
業
職
員
の
集
会

や
代
表
者
会
議
な
ど
で
出

さ
れ
た
意
見
を
凝
縮
し
て

主
張
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

切
り
替
え
の
具
体
的
イ

メ
ー
ジ
が
見
え
な
い
中
で
、

な
か
な
か
議
論
は
進
ま
な

か
っ
た
が
、
今
後
も
丁
寧

に
説
明
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
る
。

行
（
二
）
適
用
す
る
場

合
の
級
号
給
の
資
料
（
別

添
モ
デ
ル
昇
給
経
過
表
）

も
い
た
だ
い
た
上
で
、
組

合
本
部
と
し
て
し
っ
か
り

検
討
し
た
い
。

添
資
料
の
１

昇
格
基
準

に
つ
い
て
）
の
考
え
方
は
、

◇
昇
格
基
準
に
つ
い
て

「
１
─
37
」
に
つ
い
て

は
、
行
（
二
）
１
級
→
２

級
の
昇
格
対
応
に
基
づ
く

も
の
で
あ
り
、
「
２
─
41
」

に
つ
い
て
は
、
２
級
在
級

10
年
経
過
を
目
安
と
し
て

い
る
。
年
齢
、
経
験
年
数

は
技
術
職
員
を
ベ
ー
ス
に

し
て
い
る
。

労
務
職
員
に
つ
い
て
は

主
任
級
が
な
い
た
め
、
２

級
→
３
級
の
昇
格
に
つ
い

て
は
、
技
術
主
任
級
昇
任

基
準
の
25
年
経
過
を
適
用

し
た
。（

別
添
資
料
を
参
照
）

◎
組
合
質
問
①

１
級
→
２
級
の
昇
格
時

の
「
１
の
37
」
、
２
級
→

３
級
の
昇
格
時
の
「
２
の

41
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
考
え
に
基
づ
く
設
定

か
？

▼
人
事
課
回
答
①

行
（
一
）
昇
格
と
の
バ

ラ
ン
ス
で
設
定
し
て
い
る
。

金
額
的
な
も
の
で
は
な
く
、

年
数
で
の
設
定
が
基
本
。

「
２
の
41
」
の
２
級
在
級

10
年
経
過
に
つ
い
て
、
主

任
級
昇
任
が
25
年
経
過
で

あ
る
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

根
拠
と
し
て
い
る
。

「
１
の
37
」
に
つ
い
て

は
、
昇
格
時
２
級
１
号
給

へ
の
対
応
を
考
え
て
設
定

し
て
い
る
。

◎
組
合
質
問
②

主
任
級
以
上
の
昇
格
基

準
の
考
え
は
ど
う
か
？

▼
人
事
課
回
答
②

昇
任
・
昇
格
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
整
理

で
あ
る
。
新
た
な
基
準
を

持
ち
込
む
考
え
は
な
く
、

主
任
級
に
つ
い
て
は
、
96

号
給
積
み
上
げ
で
変
わ
ら

な
い
。

◎
組
合
質
問
③

昇
格
の
運
用
や
主
任
級

昇
任
の
考
え
な
ど
は
、
結



前
回
ま
で
の
交
渉
で
組
合

が
主
張
し
た
差
別
に
あ
た

る
。現

業
給
料
見
直
し
が
、

病
院
事
業
庁
の
「
職
種
に

合
っ
た
給
料
表
と
す
る
」

こ
と
な
ら
ば
、
今
あ
る
職

種
の
給
料
表
、
行
（
一
）
、

医
（
二
）
（
三
）
な
ど
と

比
較
し
た
場
合
、
14
年
経

過
し
て
い
れ
ば
高
卒
職

員
は
３
級
主
任
・
昇
格

の
対
象
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
資
料
で
は
、
現
業

は
17
年
経
過
し
て
３
級

に
昇
格
す
る
も
主
任
級

の
対
象
に
も
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
差
別
で
は
な
い

の
か
。

▲
事
業
庁
回
答
①

職
務
職
階
給
で
あ
り
、

差
別
で
は
な
い
。

◎
組
合
主
張
②

今
回
の
見
直
し
は
、

「
新
た
に
現
業
の
給
料

表
を
作
る
」
こ
と
と
考

え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

他
の
給
料
表
適
用
職
と

同
様
な
昇
格
基
準
と
す

る
こ
と
が
当
然
で
は
な
い

の
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

現
業
の
主
任
級
選
考
で
、

高
卒
初
任
給
基
準
＋
96
号

の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明

を
し
て
ほ
し
い
。
平
成
18

年
の
給
与
構
造
改
革
の
時

で
も
改
善
を
求
め
た
が
、

技
師
級
主
任
（
年
齢
主
任
）

の
ま
ま
40
歳
以
降
の
条
件

と
な
っ
た
。
現
業
は
、
行

（
一
）
を
準
用
し
て
い
る

こ
と
か
ら
我
慢
を
し
て
い

る
。
今
回
、
「
職
種
に
合
っ

た
給
料
表
と
す
る
」
と
す

る
な
ら
ば
、
昇
格
基
準
等

に
つ
い
て
も
見
直
さ
れ
る

べ
き
と
思
う
。
前
回
の
交

渉
で
主
張
し
た
昇
任
・
昇

格
等
も
見
直
し
、
他
職
種

と
差
別
を
つ
く
ら
な

い
考
え
を
持
て
る
か

で
あ
る
。

▲
事
業
庁
回
答
②

今
回
の
見
直
し
は
、

差
別
を
持
ち
込
む
こ

と
と
は
思
っ
て
い
な

い
。

◎
組
合
主
張
③

再
度
確
認
を
す
る
が
、

今
回
の
見
直
し
は
、

「
給
与
を
下
げ
る
も

の
で
は
な
い
」
「
職

種
に
合
っ
た
給
料
表

と
し
て
い
く
」
言
い

か
え
れ
ば
「
現
業
の

給
料
表
は
行
政
（
二
）

表
を
準
用
し
て
作
っ

て
い
く
」
と
考
え
る
。

行
（
二
）
そ
の
も
の
を
あ

て
は
め
る
こ
と
で
は
な
い
。

そ
の
部
分
を
考
え
て
ほ
し

い
。
人
事
課
に
も
良
く
伝

え
て
ほ
し
い
。

▲
事
業
庁
回
答
③

人
事
課
に
は
伝
え
て
い

く
。
次
回
交
渉
は
県
議
会

の
関
係
で
、
７
月
下
旬
で

お
願
い
し
た
い
。

６
月
25
日
（
土
）

給
料
見
直
し
問
題

交
渉
経
過
報
告
集
会

13
時
30
分
～

ア
イ
リ
ス
愛
知

６
月
27
日
（
月
）
～

７
月
６
日
（
水
）

現
業
職
場
討
議
、
支
部
・

分
会
・
職
場
集
会

７
月
６
日
（
水
）
必
着

現
業
組
合
員
意
見
報
告

（
組
合
本
部
ま
で
）

７
月
９
日
（
土
）

第
５
回
現
業
評
議
員
会

14
時
～

ア
イ
リ
ス
愛
知

７
月
12
日
（
火
）
予
定

第
４
回
人
事
課
交
渉

７
月
13
日
（
水
）
予
定

第
４
回
病
院
事
業
庁

交
渉

７
月
19
日
（
火
）
予
定

第
５
回
人
事
課
交
渉

７
月
29
日
（
金
）
予
定

第
５
回
病
院
事
業
庁

交
渉

給料見直し交渉における主張の方向性について

現業評議会 議長 笹山真司

今年４月に、人事課、病院事業庁から「現業職員の給料の見直し」に関する提示があり、多く
の組合員の声を受けて、「なぜ、行（二）適用なのか？」「行（二）適用は、職種差別につなが
り反対である」等について主張してきました。

これに対して、当局は、「職種に応じた給料表を適用することが、適当と考える」「国の類似
職種は行（二）を適用している」「他県均衡、つまり行（一）適用している他県が、現状では数
団体しか残っていない」「社会情勢等から、時々で制度は見直さなければならない」等を述べ、
行（二）適用とする提示の撤回する姿勢は全く見せていません。

また、組合は、今回の給与制度の適正化に合わせ、現業職員の昇任・昇格問題（他の一般職員
に比べた昇任・昇格時期の遅れ）を解決するよう主張しておりますが、当局から前向きな返答は
得られていません。

しかしながら、これまでの交渉で、当局は、「給与制度の運用面で一定の工夫は必要」とも答
えており、我々現業組合員も、納得できないものの一歩踏み込んだ交渉へ、歩みを進める時期に
きています。

したがって、現評役員（交渉団）は、行（二）をベースにしながらも現業職員の新たな給与制
度の構築を目指し、更には、現業職員の昇任・昇格問題の解決を図る方向で今後の交渉に臨む必
要があると考えます。

具体的な主張点（要求事項）については、これまでの意見、今後提出していただいく意見を踏
まえ、現業評議員会や支部等代表者会議等において確認しつつ主張していくこととします。

◇今後の主張点（要求事項）の概要
①初任給基準、職種区分の課題 ②最高号給の課題
③退職手当の課題 ④行（二）切替えの再計算、現給保障継続の課題
⑤給与水準低下の課題
◎昇任・昇格の問題 ○当面正規職員職場における新規採用の課題 等


